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マ
カ
ロ
ッ
ク
の
職
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

占ノ、

六

O
八

第
四
擁

マ

ヅ

戦
後
恐
慌
論

カ

ロ

ク

の

ノ弘、

Fロー

彦

口

lヨ
決

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
踏
史
的
・
祉
曾
的
存
在

戦
後
恐
慌
の
原
悶

一
般
的
過
剰
の
否
定

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
厩
史
的
・
，
枇
曾
的
存
在

一
七
九
三
年
か
ら
一
八
一
五
年
ま
で
断
績
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
は
、
二
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
る
謂
は
ゆ
る
長
期
戦
争
と
危
つ

と
の
戦
争
の
勃
護
・
中
止
・
再
開
・
終
局
と
関
聯
し
て
、
屡
次
の
恐
慌
を
勃
愛
せ
し
む
る
こ
と
L

友
り
、
謂
は
ゆ
る
過
渡
的
恐

慌
の
時
代
を
現
出
せ
し
め
た
と
と
は
、
さ
き
に
詳
論
せ
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
一
八
一
五
年
に
は
不
利
克
服
に
よ
る
恐
慌
が
現
は

た
が
、

れ
、
之
に
つ
ピ
い
て
戦
後
の
不
況
期
に
入
っ
た
が
、

一
八
一
九
年
に
は
再
び
恐
慌
と
な
り
、
更
に
一
八
二
五
年
の
恐
慌
ま
で
、
約
十

年
に
わ
た
っ
て
謂
は
ゆ
る
戦
後
の
永
績
的
不
況
と
左
っ
た
。
是
等
の
戦
時
治
よ
ぴ
戦
後
の
恐
慌
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
営
時
の
経
済
率

者
の
聞
に
、
恐
慌
に
閲
す
る
盛
ん
な
る
論
議
と
論
争
と
を
惹
き
ゐ
こ
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
あ
る
事
寅
で
あ
る
的
、
と
の
論
争

の
最
初
の
一
後
端
と
友
っ
た
事
者
は
、
今
乙
与
に
問
題
と
す
る
マ
カ
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

」
。
}
】
=
何
回
呂
田
世
『
富
市
巳
一
c
n
F
(
弓
E
D
l
H
g
e

は
リ
カ
ア
ド
ウ
よ
り
も
十
七
年
た
く
れ
て
、

一
七
八
九
年
コ
一
月
ス
コ
ザ
ト
ラ
ン
ド

者一四【

c
g善
一
目

の

巧
E
P
o
z
に
生
れ
た
。
そ
れ
は
恰
か
も
か
の
ア
メ
リ
カ
濁
立
戦
準
の
終
了
し
た
一
七
八
三
年
か
ら
、
次
の
ナ
ポ

経済事全集第十聞各)恐慌に閲する諸事裁(改法枇
前掲書

拙著
拙著

1) 
2) 



レ
オ
ン
戟
争
の
勃
護
に
至
る
十
年
徐
の
平
和
時
代
の
中
間
に
あ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が
そ
の
産
業
革
命
に
た
け
る
最
初
の
一

犬
飛
躍
を
た
せ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
彼
れ
の
父
は
そ
の
地
の
小
地
主
で
あ
っ
た
が
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
弱
年
に
し
て
父
を
喪
ひ
、
外
租

に
あ
た
る
牧
師

ロロ

γ
5
2
円
巳
口
四

に
引
と
ら
れ
て
養
育
さ
れ
た
。

こ
の
レ
イ
ン
グ
惇
土
は
優
れ
た
古
典
準
者
で
あ
り
、
且
つ
有

名
友
蔵
書
家
で
あ
っ
た
か
ら
、

7

カ
ロ
ッ
ク
の
向
皐
心
と
蔵
書
癖
と
は
、
彼
れ
の
感
化
に
よ
る
所
が
大
で
あ
っ
た
と
一
吉
は
れ
る
。
，
次

い
で
母
の
再
婚
に
従
っ
て
、
ロ
『
・
ロ
σ
百一回
[2
の
許
に
行
き
、

乙
L

で
幼
時
の
教
育
を
つ
ピ
け
た
後
、
一
八

O
五
年
頃
Z

ヂ
シ
パ
ラ
に

〉4
 

逃
躍
す
る
こ
と
h
bほ
っ
た
。

エ
ヂ
ン
パ
ラ
大
曲
学
に
入
っ
て
法
律
皐
を
修
め
た
彼
れ
は
、
卒
業
後
そ
の
地
の
法
律
事
務
所
に
入
っ
て
時
間
護
士
を
志
し
て
ゐ
た
が
、

次
第
に
絞
洲
壊
に
興
味
を
も
つ
に
至
り
、
後
に
は
法
律
事
を
棄
で
L
専
ら
絞
品
川
単
位
研
究
す
る
と
と
h

た
っ
た
よ
叫

、J
日

H
脚
司
い
唱
曲
、
〆

yuι
日
比
刊

μド
F

一
J

4

1

オ
ン
戦
争
は
断
績
し
て
進
み
、
産
業
革
命
は
繕
積
し
て
進
行
す
る
と
共
に
、
謂
は
ゆ
る
過
渡
的
恐
慌
は
一
七
九
三
年
、

一
七
九
七
年

一
八
一

O
年、

こ
れ
ら
の
恐
慌
に

一
八
一
五
年
と
達
額
し
て
頻
委
し
た
。
法
律
撃
か
ら
経
済
療
に
締
向
し
た
若
き
マ
カ
ロ
ヅ
ク
が
、

封
し
て
、
全
〈
無
関
心
で
あ
り
得
左
か
っ
た
ら
し
と
と
は
、
容
易
に
担
保
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
果
し
て
一
八
三
年
に
至
。
戦
後

恐
慌
の
翌
年
K
4
4

い
て
‘
彼
れ
の
最
初
の
著
漣
が
公
け
に
さ
れ
た
。
『
回
債
利
下
論
』
(
言
問
団
ミ

S
こ
N
a
E
gロ
G
「
手
工
百
円
。
『
内
乱

。ご
F
O

ロP
Z
O
一E-
ロ
z
u
F

同
∞
岡
弘
)
と
れ
で
あ
る
。

と
の
書
は
戦
時
公
債
の
利
下
げ
に
よ
っ
て
財
政
負
播
を
軽
減
せ
ん
こ
と
を
主
張
す
る

も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
そ
の
趣
肖
は
皐
友
る
財
政
論
陀
止
ま
ら
や
、
彼
れ
の
主
張
に
従
へ
ば
、
か
L
る
利
下
げ
乙
そ
『
商
業
長
よ

ぴ
農
業
利
盆
の
窮
乏
を
救
済
す
る
た
め
の
唯
一

の
可
能
怠
る
方
法
』

で
あ
る
と
考
へ
た
か
ら
に
外
友
ら
む
。
即
ち
そ
れ
は
首
時
の
商

業
hu
よ
ぴ
農
業
恐
慌
の
打
開
策
に
つ
い
て
論
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

恐
慌
打
開
策
が
彼
れ
の
最
初
の
著
述
で
あ
っ
た
と
と
は
、
彼
れ

マ
方
ロ
ッ
ク
の
戦
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

六

O
九

第
四
挽

七

拙著、恐慌に関するi器準設(改造祉担骨軍事奇襲第十四巻 p.25) 
Reirl，-H. G.， Biographical Notice (M'CuUoch's Diction:lfY of Commerce， 1871) 
Smith， G. B.， M'Cullocb. (Palgrves D.. o:f P. E. V~)_l. 1I， P. _ ~.?7) 
図債利下論の高1)題 Lette'rsof Ricardo 1:0 J¥1:'Cnlloch (Publications of th.e 
American Econo皿icAssoc凶回nVol. X.，89S) Smith. G. :B.， ibid. p. 657. 

)
)
)
)
 

喝、，
s
t
t
3
F
O



マ
カ
ロ
刷
ソ
タ
の
職
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

第
四
競

TI. 

プ主

O 

の
歴
史
的
存
在
と
関
聯
し
て
、

吾
K

の
特
に
興
味
を
費
え
る
黙
で
あ
る
。

然
る
に
こ
の
『
闘
債
利
下
論
』
を
機
縁
と
し
て
、
彼
れ
と
り
カ
ア
ド
ウ
と
の
串
間
的
交
際
が
始
ま
っ
た
様
で
あ
る
。

マ
カ
四
ッ
グ
は

と
の
小
冊
子
を
ロ
ン
ド
ン
に
返
っ
て
、
常
時
す
で
に
経
済
些
者
と
し
て
著
名
と
な
り
つ
h

あ
っ
た
ト
カ
ア
ド
ウ
に
献
本
し
た
も
の
L

か
く
、
之
に
劃
す
る
U
J
カ
ア
下
ウ
の
謝
制
服
d
枕
許
の
乎
紙
が
、

二
人
の
文
通
の
最
一
初
の
も
の
と
し
て
設
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
部
ち
リ
カ

ア
ド
ウ
は
-
八
一
六
年
六
月
九
日
附
の
手
紙
に
む
い
て
、

ま
づ
献
本
に
針
す
る
謝
辞
を
漣
べ
た
る
後
、
恐
慌
針
策
と
し
て
の
利
下
論

配
批
評
し
て
ゐ
る
。

『
併
し
な
が
ら
私
は
、
吾
閣
の
説
在
の
困
難
に
謝
し
で
、
貴
下
の
提
案
す
る
困
債
利
下
げ
の
蹄
乎
た
る
方
策
を
採
る
の
必
要
に
つ
い
て
、
貴
下
に
饗

成
ナ
る
ζ

と
は
出
来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
斯
〈
の
如
き
方
法
は
、
た
と
ひ
一
階
殺
の
損
失
に
お
い
て
他
階
級
を
利
盆
す
る
と
は
言
へ
、
そ
れ
は
殆
ん

r

閤
家
を
救
済
し
な
い
で
あ
ら
し
、
ま
た
最
も
瞥
戎
ナ
ベ
き
危
険
な
性
質
の
前
例
を
作
る
こ
と
L
な
る
で
あ
、
b
u
v
』

然
る
に
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
小
冊
子
は
数
ヶ
月
の
後
さ
ら
に
増
補
せ
ら
れ
て
、
五
三
頁
の
小
冊
子
は
大
版
二

O
O頁
の
皐
行
本
に
横
張

さ
れ
て
再
版
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
著
者
の
根
本
的
見
解
は
何
ら
蝿
変
更
さ
れ
て
ゐ
一
な
か
っ
た
か
ら
、
再
び
新
本
を
贈
ら
れ
た

リ
カ
ア
ド
ウ
は
、
同
様
に
反
劉
意
見
を
書
き
送
っ
て
ゐ
る
。

『
貴
下
の
帯
補
さ
れ
た
論
文
は
、
私
に
と
っ
て
教
訓
的
で
あ
り
除
快
で
あ
っ
た
。
け
れ

rも
私
は
今
も
倫
ほ
、
わ
が
闘
民
を
現
在
の
困
難
か
ら
救
済

す
る
た
め
に
貴
下
の
提
案
す
る
方
法
を
採
る
を
正
し
と
し
て
貴
下
に
賛
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
』

恐
慌
打
開
策
と
し
て
の
園
債
利
下
げ
設
は
、
か
く
の
如
き
リ
カ
ア
ド
ウ
の
反
針
あ
り
し
た
め
か
、
ま
た
は
他
の
事
情
に
よ
る
も
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
兎
も
角
マ
カ
回
ヴ

ク
は
後
に
至
っ
て
そ
の
主
張
を
抱
棄
ま
た
は
鑓
更
せ
る
も
の
L
如
く
、
例
へ
ば
一
八
一
一
一

年
の
論
文
に
は
、
園
債
の
元
本
ま
た
は
利
率
を
引
下
げ
る
と
と
は
、
必
要
の
黙
か
ら
も
五
義
の
貼
か
ら
も
、
支
持
さ
れ
得
た
い
か
の

Letters of RicSTdo to M'CullochJ， ibid" p. 1. 
Letters O~ Ricardo to M'CulJoch， ibid.， p. 3・
Letters o[ Ricardo 10 M'Culloch， ibid.， p. 3・

)

)

)
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如
く
主
張
さ
れ
る
に
至
つ

h
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
と
の
最
一
初
の
出
版
物
は
、

形
跡
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
乱
。
例
へ
ば
そ
の
後
の
著
漣
目
録
に
は
と
の
替
は
殆
ん
ど
全
〈
除
か
れ
て
ゐ
る
し
、
ま
た
彼
れ
の
編
纂
し
た

『
経
済
事
文
酌
』
に
も
之
だ
け
は
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
。
け
れ

εも
吾
々
は
別
の
見
地
か
ら
、
部
ち
そ
れ
が
恐
慌
打
開
策
の
論
議
で
あ
る

7

カ
冒
ツ
ク
自
身
も
後
に
は
努
め
て
之
を
無
視
し
た

と
い
ふ
意
味
か
ら
、
之
に
謝
し
て
特
殊
の
興
味
を
禁
じ
得
友
い
も
の
で
あ
る
。

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
第
二
の
褒
表
は
、

一
八
一
八
年
六
月
始
め
て
何
L
E
r
z
£
F
H
N
0
2
2
、
に
寄
稿
し
た

φ
ロ
宮
門
戸
三
中
正
巳
語
己
主

g
G『

-
M
G一
芦
田
円
四
-
何
円

C
ロ
q
g
}
w
但
『
】
斗
吋
田
岡
田

Eo=

こ
の
批
評
を
護
ん
だ
リ
カ
ア
ド
ウ
の
一
興
味
あ
る
手
紙
は
、

八
月
二
十
二
日
附
を
も

で
あ
る
。

っ
て
7

カ
ロ
ッ
グ
に
山
岳
ら
れ
て
ゐ
る
。

司
私
は
ヱ
ヂ
ペ
ハ
一
プ

ν
ゲ
品
!
の
円
取
組
搬
に
日
た
私
の
帯
物
に
仙
到
す
る
お
世
断
的
な
批
評
を
一
週
ん
で
、
私
自
感
ぜ
ら
れ
る
比
四
憶
を
十
分
に
味
っ
た
後

私
は
自
然
に
そ
の
筆
者
が
誰
で
あ
ら
う
か
と
考
へ
始
め
た
。
そ
し
で
直
ち
に
貴
下
を
思
ひ
浮
べ
た
。
と
言
ふ
の
は
私
の
打
ち
建
て
よ
う
主
努
め
た
準
設

に
針
し
て
、
貴
下
ほ
ど
完
全
に
賛
成
す
る
も
の
は
、

レ
グ
ュ
ー
へ
の
執
筆
者
の
中
で
は
、
友
人
の
さ
ル
を
除
い
て
は
他
に
あ
ら
う
と
は
恩
は
れ
ず
、
而

も
そ
白
号
、
ル
が
書
い
た
の
で
な
い
こ
と
を
、
私
は
知
っ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ム
』

リ
カ
ア
ド
ゅ
の
言
ふ
如
〈
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
こ

L
で
最
上
の
推
賞
を
措
ま
や
リ
カ
ア
ド
ウ
を
紹
介
し
、

『
私
の
見
る
所
で
は
、
彼

た川れ
』は

恐
ら
〈
経
済
肇
6つ
護
展
K 
封
し
ーと

唯

の
例
外
ス
ミ
ス
を
除
い
て
は
、
他
の
如
何
左
る
著
者
よ
り
も
大
左
る
貢
献
を
友
し

わ
れ
/
¥
の
蕊
に

と
一
一
一
口
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
彼
れ
の
紹
介
の
内
容
は
リ
カ
ア
下
ウ
の
債
値
論
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

問
題
と
す
る
恐
慌
論
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
燭
れ
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
故
に
7

カ
ロ
ッ
ク
の
と
の
論
文
は
、

と
ミ
で
は
重
要
な
意
義
を
有

っ
て
ゐ
た
い
。

た
ピ
こ
の
寄
稿
が
機
放
と
左
っ
て
、
彼
れ
と
孟
ヂ
ン
パ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
と
の
闘
係
が
結
ば
れ
‘
そ
れ
以
来
一
八
三
七
年

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
戦
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

第
四
披

九

~ /、

Edinbllrgh Review， July， 1921. P・482--484・
Letters of Ricardo， p・9・
M'Culloch， The LÙE;ral~re of Political Economy， 1845・
Letters of Ricardo， ibid.， p. 9・
Edinburgh Review， June， 1818， p. 60. 
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マ
カ
ロ
ッ
ク
白
戦
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

O 

第
四
披

ノ、

ま
で
約
二
十
年
に
わ
た
っ
て
、
彼
れ
は
極
め
て
屡
々
之
に
評
論
の
筆
を
執
り
、
そ
の
論
文
は
す
べ
て
七
十
八
篇
の
多
数
に
及
ん
で
ゐ

私
。
と
れ
ら
多
数
の
論
文
の
う
ち
、
特
に
わ
れ

/
1の
営
商
の
問
題
と
直
接
に
関
聯
す
る
も
の
を
拾
ひ
上
げ
れ
ば
、
突
の
数
篇
が
あ

る。
o
u
h
c
u
H
m
日
U
M
何日日、
μ川
MP
日目的
M
H
P
口白叶叫
pm凶
n

;
門
「
吋

Mpnnm
旭川印刷叩・

。
ロ
肘
司
R
t
c
門
出
R
r
目。門司

E
m
H
ト
R
E
E
F↑}乱回
C
U
U
H
田口

:) () 
:1 ;:1 

~!~ ~> 
μ 0'1 
:1 :! 
;:1，乃
島、 :1

口問.
白

DZ  .，凶-.
~:l ~-I ..喝、，
~J r:~ .，. 

と"..J :1' 
~J r.11 
・
炉内 .. 

ーへ
・ーI 、A ，: ~I 
M ロ蜘_. 如

何距
円 ψ

'一
.'":- ~l 
:アロ
;:"-， 

.，噌
〆

Z fa 
~I ~) 
:1 O.. 
.，.日
町 "U)

e， 
;..... 

c" 
~ 

入 N

~I' .， 
匂

:1') 
F 

u 

h針。3
N 
t • . 

。
ロ
内
o
E
E
2
2
己
固
め
4
z
r
T
ロ♂岡田
N
E
・

。
ロ
の
m
M
E
m
o
m
p
D
L
n
両
日
。
『
口
一
切
【
ロ
ユ
出
国
n
o
u
p
ロ
島
司
pdtRZMMMU
阿国凶同・

。
ロ
の
F
m
L
E
O
B
。国司《
L
E
E
-
開。。目。
E
〕♂阿国一
w
N
-

。
口
内
M
W
5
m
m
E
片山内
D

口百円阿国内拐のめ問。『
ZM
内内町山正
ω

古
己
目
〉
M
M
J
O
Z
E
ロ寸回日
R
r
J
M
M
W
M
7

営
時
の
経
済
撃
者
に
し
て
マ
カ
ロ
ヴ
ク
の
如
ノ
、
多
数
の
濁
立
の
論
文
を
後
表
し
た
も
の
は
友
い
。
彼
れ
は
多
年
に
わ
た
り
、
営
時

に
沿
け
る
イ
ギ
リ
ス
最
高
の
事
術
評
論
雑
誌
た
る
ヱ
ヂ
ン
パ
ラ
・
レ
ヴ
ュ

ー
に
擦
り
、

そ
の
粧
品
何
論
文
を
全
く
一
人
で
猪
占
し
て
ゐ

7ζ 

と
と
に
前
掲
の
如
く
そ
の
中
に
多
数
の
恐
慌
に
関
す
る
論
文
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
恐
慌
理
論
史
上
に
お
い
て
は

看
過
し
得
ざ
る
事
責
で
あ
る
。

と
れ
五
口
々
が
、

一
般
理
論
史
上
に
ゐ
け
る
彼
れ
の
地
位
如
何
に
拘
ら
や
、
彼
れ
の
恐
慌
理
論
を
特
に

問
題
と
す
る
一
つ
の
理
由
で
る
る
。

マ
カ
ロ
ヅ
ク
は
ま
た
同
時
に
一
八
一
七
年
の
頃
よ
り
新
聞

出
門

C
Z
E
m
E

へ
も
屡
K
寄
稿
し
、

一
時
は
そ
の
主
筆
と
し
て
入
枇
し
、

直
言
を
も
っ
て
営
路
者
を
鞭
捷
し
、

こ
と
に
そ
の
経
済
論
は
彼
れ
の
執
筆
に
よ
ワ
て
有
名
、
と
た
っ
た
か
ら
、

ス
コ
ヅ
ツ
マ
ン
紙
は
地

Reid， ibid.， p'， xxxi. 
Reid. ibid.， p. xxii. 

15) 
16) 



方
新
聞
か
ら
一
躍
し
て
全
図
的
に
名
撃
を
あ
げ
た
と
言
は
れ
ゐ
。
同
紙
と
の
闘
係
は
一
入
二
七
年
ま
で
十
年
徐
も
繕
績
し
た
。

と

オも

は
彼
れ
が
草
純
た
る
単
一
女
的
の
一
経
済
筆
者
に
あ
ら
ざ
る
乙
と
、
従
っ
て
ま
た
彼
れ
の
恐
慌
論
を
見
る
上
に
注
意
す
べ
き
彼
れ
の
生
活

の
一
面
で
お
ら
う
と
思
は
れ
る
。

一
八
二
三
年
五
月
ご
ろ
彼
れ
は
始
め
て
そ
と
で
年
来
の
病
撃
を
達
し
て
リ
カ
ア
ド
ウ
と
初
見
し
た
様
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
七
月
に
は
す
で
に
エ
ヂ
ン
パ
ラ
に
腕
着
し
て
ゐ
る
か
ら
、

ロ
ン
ド
ン
に
出
で
、

こ
れ
は
短
期
の
般
行
に
過
F
-恐
か
っ
た
が
、
笠
年
に
は
再

ぴ
ロ
ン
ド
ン
に
出
?
、
そ
こ
で
経
済
壌
の
講
習
を
開
い
て
ゐ
る
。

と
と
が
あ
り
、

と
れ
よ
り
先
き
エ
ヂ
ン
パ
一
7

に
K
M

い
て
も
同
様
の
講
義
配
試
み
た

こ
れ
ら
の
稿
本
を
糠
め
た
も
の
が
、

山
戸
山
唱
で

r
E
S門
C

二
百
回
目
)
A
Y
)司

O
L
-
-
F
E
E門
戸
に
沿
付
る
『
粧
品
何
事
門
=
と
な
勺

て
現
は
れ
た
。

か
く
し
て
経
済
事
者
と
し
て
の
彼
れ
の
名
撃
は
次
第
に
高
ま
っ
て
来
た
が
、

一
八
二
五
年
に
は
新
た
に
エ
ヂ
ン
パ
ラ
大
串
に
経
済

皐
の
講
座
を
設
け
ん
と
す
る
蓮
動
ゐ
こ
り
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
そ
の
講
座
を
捨
往
す
る
教
授
と
し
て
推
薦
せ
ら
れ
、

却

と
の
逗
動
は
途
に
寅
現
せ
や
し
て
止
む
だ
。
而
し
て
こ
の
年
の
終
り
に
近

一
時
は
可
な
り
有
望

に
進
捗
し
て
ゐ
た
が
、
講
座
新
設
の
頓
挫
す
る
と
共
に
、

く
、
彼
れ
の
『
経
済
原
論
』

(
d
z
司
=
=
2
1
2
0『司
G
E
E
-
同

S
E
E
Y祖
国
己
コ
ゲ
自
由
『
同
庁
叩
)
が
出
版
さ
れ
た
。
之
は
さ
き
の
百
科
全
書

へ
の
執
筆
を
基
礎
と
し
、
之
を
培
訂
し
て
新
た
に
書
き
改
め
た
全
く
の
新
著
で
あ
っ
た
。

こ
の
蓄
は
一
般
経
済
理
論
在
し
て
は
、
主

と
し
て
ス
ミ
ス
と
リ
カ
ア
F
ウ
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
般
事
訴
史
上
で
は
高
〈
評
債
さ
れ
得
る
も
の
で
は
左
い
が
、
併
し
と

の
出
版
は
恰
も
か
の
最
初
の
近
世
的
恐
慌
の
現
は
れ
た
一
八
二
五
年
に
首
り
、
波
れ
も
屡
々
こ
の
恐
慌
に
言
及
し
、
特
に
生
産
過
剰

の
原
因
に
つ
き
論
活
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
彼
れ
の
『
経
済
原
論
』
が
少
〈
と
も
恐
慌
理
論
史
に
も
布
い
て
看
過
し
得
ざ
る
所
以
で
あ
る
。

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
職
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

ノ、

第
四
掠

Letters of Ricardo， libid.， p. 148. 
Lette目 ofRicardo. i.bid.， P4 152. 
Reid， ibid.， p. xxiv. 
Reid.， ibid.， p. xxiii. 
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マ
カ
ロ
ッ
ク
の
戦
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

六
一
四

第
四
披

般
事
読
史
上
に
む
け
る
彼
れ
の
地
位
如
何
に
拘
ら
や
、
悲
に
特
に
彼
れ
の
恐
慌
論
を
問
題
と
す
る
第
二
の
理
由
は
こ
の
離
に
あ
る
。

一
八
二
七
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
大
製
の
経
済
準
教
授
に
任
命
せ
ら
る
I
A

こ
と
h
-
た

り
、
翌
年
に
は
い
よ
/
¥
家
族
を
纏
め
て
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。
と
の
講
座
は
新
穴
に
設
け
ら
れ
た
無
給
の
も
の

ヱ
ヂ
ン
パ
ラ
大
曲
学
の
講
座
の
失
敗
に
拘
ら
や
、

?
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
れ
は
一
八
三
二
年
ま
で
と
の
峨
に
期
間
主
り
、
瞥
ら
く
鴻
地
に
あ
っ
た
後
、
一
八
二
一
八
年
か
ら

Z
E
Zと
BGwぱ

を自
議員
ナ 2
)i)j" :;; 
78f む
多 E31
7か出

'つ dコ
1'<:叩jEiff 
o 全F

と

り

一
八
六
四
年
の
死
に
去
る
ま
で
終
生
と
の
械
い
切
ま
っ
て
、
政
府
出
版
局
の
内
部
改
善
に
力

乙
の
聞
に
も
彼
れ
の
研
究
生
活
は
終
始
一
貫
し
て
纏
績
せ
ら
れ
、

と
と
に
と
の
最
後
の
地
位
は
、
彼
れ
の
蒐
集
趣
味
ま
た
は
蔵
書

癖
を
充
た
す
に
恰
好
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

彼
れ
の
蔵
書
は
無
慮
一
寓
冊
に
達
し
、
而
か
も
彼
れ
は
共
の
大
部
分
を
積
破
し

て
、
そ
の
内
容
を
解
説
し
批
判
し
註
樺
し
て
、
遂
に
治
翰
友
る
職
童
閏
目
録

(FUSE-c坦
E
A
Z
E
F
-
-
E
ミ
え
こ
い
A
L
E
E
-凶
S
S
E
-
E
)
を

出

編
成
し
て
ゐ
た
が
、
之
は
途
に
公
刊
を
見
や
し
て
終
っ
た
と
い
ふ
。
彼
れ
の
著
述
の
中
に
は
、
か
t
A

る
蒐
集
友
く
し
て
は
成
し
能
は

ざ
る
も
の
が
少
く
友
い
。
彼
れ
の
精
力
と
諒
一
書
力
と
は
、
恐
ら
〈
営
時
の
何
れ
の
粧
消
息
T

者
も
及
ぼ
泊
所
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
斯

〈
の
如
き
彼
れ
の
長
所
は
、
同
時
に
彼
れ
の
短
所
と
も
友
り
、
彼
れ
は
一
調
書
に
這
は
れ
て
、
思
索
の
徐
硲
を
持
た
ね
か
の
憾
を
売
れ

た
い
。
人
は
彼
れ
を
評
し
て
、
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
決
し
て
潤
創
的
の
思
索
家
で
は
友
い
。
け
れ
ど
も
ス
ミ
ス
会
よ
ぴ
リ
カ
ア

F
ウ
の
最

も
近
い
生
徒
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
信
奉
者
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
原
理
を
解
説
し
、
ま
ち
ん
十
九
世
紀
初
頭
に
行
は
れ
て
ゐ
た
経
済
問
題

と
れ
ら
に
関
す
る
有
佳
た
立
法
を
促
進
し
た
』
と
一
一
百
円
ノ
て
ゐ
る
の
は
、
蓋
し
適
評

に
関
す
る
考
へ
を
庚
〈
停
備
す
る
に
力
を
致
し
、

で
あ
ら
う
。
最
後
に
彼
れ
の
主
要
著
述
を
左
に
列
摩
す
る
。
勿
論
こ
の
外
に
も
多
数
の
編
著
や
小
冊
子
や
論
文
が
あ
る
。

Reid.， ibid.， p. xxiv. 
Reid， ibid.， xxvi. 
Reid， ibid.， p. xxviii. 
Smith. G. B.， ibid.， p. 657・
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マ
カ
ロ
サ
タ
の
職
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

六

六

第
四
競

四

不
況
期
に
あ
た
る
一
八
一
一
一
年
に
は
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
三
た
び
恐
慌
に
閲
す
る
論
議
を
護
表
し
て
ゐ
る
。
即
ち
前
掲
エ
ヂ
ン
パ
ラ
・

レ
ヴ
ュ

1
七
月
放
に
『
機
械
た
よ
ぴ
蓄
積
の
結
呆
』
(
開

F
E
D『
冨
常

E
百円可

E
L
k
p
n
g
E一
三
百
三

に
つ
き
執
筆
し

と
の
問
題
に

闘
す
る
印
国
可
、
回
一
u
E
E己

の
見
解
を
批
判
し
て
ゐ
る
。

冨戸一
Frzω

こ
れ
は
本
来
は
一
般
的
・
理
論
的
友
問
題
で
は
あ
る
が
、

併
し

現
貨
の
戦
後
恐
慌
に
つ
い
て
も
ま
た
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
下

b 
¥." 

Lt 
:E 
と
し
て
岡
〉よー

等
に》
7;' 
問7

1'~ 
iこ
選;
づ「
v・
」

先
づ
絞
れ
の
職

後
恐
慌
に
闘
す
る
見
解
そ
見
る
こ
と
t
A

ナ
る
。

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
先
づ
戦
時
に
於
け
る
好
況
と
戦
後
に
伝
け
る
反
動
と
を
針
服
せ
し
め
℃
一
γ

一口ふ。

『
最
近
の
戦
時
中
に
お
い
て
吾
岡
産
業
界
は

E
額
の
重
税
を
課
せ
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
比
較
的
好
況
に
潤
っ
た
が
、
と
れ
は
平
和
克
服
後
に
捲
き
込
ま

れ
て
ゐ
る
前
例
な
き
窮
迫
止
著
し
き
謝
照
を
な
し
て
ゐ
る
。
』

『
戦
争
白
打
撃
は
、
一
般
に
職
後
よ
り
も
戦
時
中
に
お
い
て
、
よ
り
深
刻
に
感
ぜ
ら
れ
る
と
は
言
へ
、
か
ふ
る
試
練
を
無
害
で
切
り
抜
付
る
こ
と
は
、

い
か
な
品
岡
家
に
と
っ
て
も
不
可
能
で
る
よ
ね
。
一
舵
に
戦
争
は
舗
の
ゆ
〈
勝
負
で
る
品
。
従
っ
て
早
か
れ
晩
か
れ
悲
惨
な
結
果
を
招
来
せ
ね
ば
な
ら

ぬ。』
『
特
殊
の
諸
事
情
の
随
伴
す
る
場
合
に
は
、

一
時
的
に
は
養
木
の
避
く
べ
か
ら
ぎ
る
損
耗
や
図
民
産
業
の
謀
れ
る
指
導
を
明
瞭
な
ら
し
め
な
い
こ
と
は

あ
る
が
、
併
し
結
局
に
お
い
て
は
、

R
t
些
す
す
べ
て
の
打
撃
を
加
重
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
必
ず
中
此
白
人
録
的
刺
搬
は
最
早
用
ひ
ら
れ
ざ
る
に
至

る
時
が
来
て
、
そ
れ
が
止
め
ら
れ
る
時
に
は
、
と
れ
ま
で
胡
麻
化
さ
れ
又
は
一
部
か
〈
さ
れ
て
ゐ
た
種
々
の
釘
撃
は
、
そ
れ
が
自
然
に
放
任
さ
れ
た
場

合
に
起
っ
た
で
あ
ら
う
よ
り
も
進
か
に
烈
し
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
白
敷
に
お
い
て
も
、
そ
の
害
毒
に
お
い
て
も
、
安
際
に
帝
大
さ
れ
る
で
あ
ら

h
。』

之
に
よ
れ
ば
、
戦
時
中
の
好
況
は
、
入
居
肺
的
の
政
策
に
よ
っ
て
戦
争
の
打
撃
が
隠
蔽
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
此
の
好

況
が
大
な
れ
ば
犬
な
る
程
、
戦
後
に
来
る
べ
き
恐
慌
は
、

そ
の
反
動
の
程
度
を
大
に
す
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
帥
ち
こ
の
恐
慌
の

直
接
の
原
因
は
、
戦
争
か
ら
卒
和
へ
の
特
換
に
あ
る
と
言
ふ
。
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『
現
在
の
恐
慌

(
g
M
E
2
2
2
5ロ
円
)
は
先
づ
第
一
に
、
戦
時
扶
憩
か
ら
平
和
紙
態
へ
の
推
移
に
よ
っ
て
惹
き
お
こ
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
に
跨
せ
ら
れ
る
。

而
し
て
そ
の
影
響
は
と
の
特
定
の
場
合
に
は
特
に
蒋
し
〈
誇
接
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
言
へ
、
か
与
る
推
移
は
常
に
多
少
の
打
撃
を
伴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

も
確
か
で
あ
旬
。
』

そ
れ
故
忙
戦
後
恐
慌
の
程
度
は
、
戟
時
景
気
の
程
度
に
正
比
例
し
、
戦
争
打
撃
の
程
度
に
反
比
例
す
る
。
例
へ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
如

〈
打
甥
の
甚
大
に
し
て
、
戦
時
景
気
の
起
ら
な
か
っ
た
園
は
、
戦
後
恐
慌
の
程
度
は
軽
微
で
あ
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
如
〈
戦
争
損
害

の
大
な
ら
や
、
戦
時
景
気
の
煽
揚
さ
れ
で
ゐ
た
闘
で
は
、
戦
後
恐
慌
は
却
っ
て
甚
大
と
た
ら
ざ
る
を
得
た
い
と
言
ふ
。

『
戦
時
駅
惑
か
ら
平
利
mm
態
へ
移
る
場
合
に
材
料
験
す
る
闘
鄭
の
大
部
分
は
、
明
ら
か
に
そ
の
推
移
を
な
す
閣
の
そ
れ
以
前
の
政
治
扶
態
に
依
存
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
3

職
時
中
に
そ
の
凶
の
産
業
が
拘
束
さ
れ
、
制
限
さ
れ
、
そ
の
闘
の
一
資
率
が
不
剰
な
事
業
に
強
制
さ
れ
て
ゐ
た
闘
は
、
平
和
克
服
の
場
合
に
は

比
較
的
に
髄
微
な
凶
維
を
艇
験
す
る
に
過
ぎ
な
い
o

h

』

マ
枕
近

m
帥
判
時
巾
に
お
い
て
、
コ
ヲ
ン
丸
は
戸
大
止
は
軍
備
を
維
持
し
・
円
一
ソ
川
州
通
わ
能
力
主
産
業
町
議
か
に
大
な
る
部
分
が
、
山
中
古
情
的
業
務
に
吸
収
さ

れ
た
。
:
:
・
・
そ
の
囲
内
斐
本
と
熟
練
の
大
な
る
部
分
は
謀
れ
る
方
向
を
輿
へ
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、

7

ヲ
ン
旦
は
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
推
移
に
よ
っ
て

殆
ん

E
何
ら
の
困
難
も
紹
験
し
な
か
っ
た
。
:
:
』

『
イ
ギ
リ
九
の
戦
時
中
に
お
け
る
朕
態
は
、
金
〈
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
遣
で
あ
ワ
た
。
そ
の
産
業
は
不
自
然
に
摩
越
さ
れ
る
Y
」
こ
ろ
か
、
従
来
の
歴
史

却

に
お
い
て
宋
だ
嘗
て
知
ら
れ
な
い
程
度
に
、
刺
激
さ
れ
奨
励
さ
れ
た
。
』

『
然
る
に
平
和
兎
服
は
、
寄
闘
の
繁
栄
が
脆
弱
な
不
安
な
根
底
の
上
に
大
袈
裟
な
組
織
を
作

p
上
げ
て
ゐ
る
こ
と
を
曝
露
し
た
。
二
十
年
間
も
不
断
に

寄
闘
の
産
業
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
た
人
錨
的
の
奨
励
が
撤
回
さ
れ
る
苧
否
宇
、
直
ち
に
総
て
の
産
業
部
門
に
お
い
て
縦
席
扱
憩
を
感
ず
る
に
歪
ワ
た
の
で

あ
る
。
』

然
ら
ば
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
推
移
は
、
何
故
に
か
ミ
る
恐
慌
を
惹
き
た
と
す
か
、

『
需
要
の
急
激
な
停
止
は
-
-
必
然
的
に
そ
の
生
産
に
従
事
す
る
人
々
を
し
て
、
著
し
い
窮
迫
?
と
困
難
に
陥
ら
し
め
る
三

『
準
備
さ
れ
た
る
市
場
内
快
乏
が
、
疑
も
な
〈
我
閣
の
ヱ
業
者
お
よ
び
農
業
者
の
窮
迫
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
。
海
外
需
要
の
訣
乏
は
・
:

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
戦
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

互王

ノ、

七

第
四
貌
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マ
カ
ロ
ッ
ク
の
職
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

六
一
入

第
四
披

占ノ、

央
の
二
つ
の
原
因
D
何
引
い
か
ら
起
ら
ね
ば
な
ら
向
。
却
、
一
吾
閣
の
商
品
が
比
較
的
に
高
い
結
果
か
、
ま
《
は
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
諸
外
国
へ
の
輪
入
お
占

ぴ
外
園
商
品
の
イ
ギ
り
ス
へ
の
品
輸
入
の
上
に
課
せ
、
b
れ
た
制
限
D
結
呆
か
、
何
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
恥
o
』

然
る
に
彼
れ
に
従
へ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
商
品
の
債
格
が
諸
外
図
よ
り
も
高
い
と
は
考
へ
ら
れ
泣
い
か
ら
、

そ
と
で
右
の
第
二
の
原
因

の
み
が
問
題
と
在
る
。
却
ち
と
の
恐
慌
の
原
因
の

つ
は
、
外
閣
貿
易
に
針
ナ
る
制
限
に

b
る
と
主
張
す
る
。

、
、
、
‘
.
、
、
‘
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

「
第
二
に
も
貿
易
に
封
す
む
正
日
闘
の
野
統
的
な
制
限
は
、
叫
山
叩
山
配
永
嫡
せ
し
め
る
源
泉
を
奪
っ
て
し
官
、
勺

、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
E

宜
た
悶
向
貿
易
の
下
に
お
い
て
は
、
閥
内
農
業
が
z
h
U
熊
本
欣
従
事
告
低
下
川

y
fし
t
は
、
最
判
中
被
加
航
さ
れ
伺
押
な
い
闘
に
劉
L
て、

3
 

よ
っ
て
賢
ら
き
れ
る
も
の
で
あ
る
。
』

こ
の
源
泉
は
自
然
の
成
行
に
放
任
す
れ
ば

工
戴
上
白
龍
品
少
に

次
に
戦
後
恐
慌
の
第
=
石
原
因
と
し
て
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
過
重
注
課
税
を
皐
げ
る
。

重
税
の
た
め
に
、
生
産
費
を
高
め
て
輸
出
市

揚
に
h
M

け
る
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
競
争
力
を
弱
め
、
他
方
に
は
資
本
家
の
利
潤
を
低
め
て
資
本
蓄
積
を
阻
害
す
る
か
、
ま
た
は
権
外
投

資
を
刺
激
す
る
。
そ
の
結
某
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
階
級
の
失
業
問
題
を
惹
き
公
と
す
と
主
張
す
る
。

『
停
=
一
に
、
租
税
徴
牧
者
は
産
業
の
過
剰
生
産
物
の
儀
り
に
大
な
る
部
分
を
取
り
去
る
の
で
:

そ
の
投
費
を
岡
牧
ナ
る
に
足

p
な
い
稗
の
も
の
が
残
る
に
過
ぎ
な
い
こ

『
そ
の
結
果
'
と
し
て
、
食
料
品
お
よ
び
原
料
品
の
生
産
費
を
高
め
、
市
場
に
お
け
る
平
均
債
格
は
、
近
隣
園
に
お
け
る
土
り
も
一

C
O
%
も
高
〈
な
っ

て
ゐ
る
。
重
た
利
潤
お
よ
び
利
子
の
低
率
の
た
め
に
、
資
本
は
金
〈
蓄
積
を
止
め
る
か
、
ま
た
は
圏
内
に
お
い
て
得
ら
れ
な
い
有
利
な
事
業
を
外
岡
投

資
に
求
め
る
。
更
に
苦
闘
白
勢
働
階
級
は
、
比
較
に
な
ら
ぬ
精
力
企
熟
練
を
有
す
る
に
拘
ら
ず
、
失
業
に
陥
ワ
て
、
生
活
の
た
め
に
彼
等
白
地
方
か
ら

氾
ひ
宇
ら
れ
て
ゐ
る
。
』

:
多
〈
の
場
合
に
農
家
お
よ
び
製
謹
家
は
、
殆
ん

E

か
く
し
て
彼
れ
に
従
へ
ば
、
戦
後
恐
慌
の
原
因
は
卒
和
克
服
に
よ
る
需
要
の
鑓
動
と
、
外
岡
貿
易
に
封
す
る
制
限
と
、
過
重
注
戦

後
の
課
税
に
あ
る
と
言
ふ
。
彼
れ
は
他
の
所
に
た
い
て
も
亦
同
様
に
、
右
の
三
原
因
を
事
げ
て
ゐ
る
。

Review， March， 1821， p. 106-108. 
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『
現
在
の
恐
慌
は
特
殊
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
、
一
般
原
則
D
作
用
か
ら
ほ
離
れ
た
一
つ
の
場
合
を
戒
し
て
ゐ
る
。
第
一
に
・
戟
品
す
か
ら
平
和
へ
の

推
移
は
、
或
種
の
商
品
を
し
て
従
来
よ
り
も
需
要
を
減
退
せ
し
め
た
。
従
っ
て
一
時
的
に
は
市
場
に
青
ら
さ
れ
た
各
種
商
品
の
分
量
の
比
例
を
岡
市
慨
し

た
。
こ
の
比
例
が
商
品
を
し
て
相
互
に
そ
の
購
買
者
た
ら
し
め
、
供
給
の
分
量
を
し
て
需
要
白
犬
さ
と
等
し
か
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
』

『
第
二
に
、
商
業
は
等
債
物
の
交
換
で
あ
り
、
需
要
と
供
給
と
は
相
互
的
で
あ
る
か
ら
、
碧
し
も
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
が
外
岡
市
場
に
商
品
を
選
る
な
ら

ば
、
貿
易
制
限
の
下
で
は
、
そ
れ
は
外
岡
人
が
購
買
に
提
供
し
う
る
唯
一
の
財
の
轍
入
を
妨
げ
る
と
と

L
な
る
か
ら
、
か
当
事
商
品
は
必
然
に
貰
れ
ず

に
残
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
与
る
事
情
の
下
に
、
イ
ギ
リ
ス
商
品
目
外
闇
市
場
に
和
け
る
過
剰
は
、
吾
々
の
一
般
原
理
に
針
す
る
反
設
で
は
な
〈
て
、
却

っ
て
経
験
に
先
だ
っ
て
そ
の
原
現
が
再
々
に
潔
言
し
て
ゐ
る
事
貨
で
あ
る
o
』

『
最
後
に
、
租
掛
は
、
機
械
の
誕
歩
が
生
産
費
を
引
下
げ
る
自
然
的
側
向
を
妨
げ
る
o
そ
の
結
果
」
し
て
、
存
関
の
制
副
議
口
四
の
交
換
倒
値
の
低
下

E
妨

そ
の
供
給
の
噌
大
と
共
に
伸
明
大
せ
し
め
ら
れ
る
需
で
あ
h
c
u↑

列

¥
f
B
R
i井
乍
也
コ
自
主
〉
買
に
b
J

章
者
百
司
直
〉
苦
汁
炉
事
て
も
4
4
2
3
ι

，

h

u
v
J
I
R
J
j↑
f

d
司、対

PAV判
官

7
r「
、
司
王
自

f
t
h証明
r

主
主

t
t一一三
1
7
し
て
れ

げ
る
o

然、
b
ぎ
る
場
合
に
は
之
に
謝
す
る
需
要
は
、

マ
コ~，

l::lr 

ツ

ク

l土
品I
I壬
フ45
之字
0:) 

Eif 
l兵l
(1') 

タト
IC 

る
が
、
併
し
是
等
の
原
因
は
、
前
記
の
三
原
因
に
比
す
れ
ば
、

さ
ま
で
重
要
在
る
も
の
と
は
思
っ
て
ゐ
友
い
様
で
あ
る
。

さ
て
戦
後
恐
慌
の
主
要
原
因
を
か
く
の
如
〈
把
握
し
た
マ
カ
ロ
ヅ
ク
は
、

こ
の
原
悶
に
関
聯
し
て
恐
慌
針
策
を
考
へ
る
。
即
ち
戦

争
か
ら
平
和
へ
の
推
移
に
よ
る
需
要
の
減
退
は
、
直
接
に
は
之
を
如
何
と
も
す
る
と
と
は
出
来
友
い
。
そ
こ
で
彼
れ
の
針
策
は
、
第

ご
た
よ
ぴ
第
三
の
原
因
に
封
麿
ず
る
。
印
ち
貿
易
制
限
の
撤
庭
に
よ
る
自
由
貿
易
の
確
立
ゐ
よ
び
租
税
の
軽
減
に
あ
る
。

『
戦
時
亨
か
ら
平
和
へ
の
推
移
に
よ
っ
て
惹
き
お
こ
さ
れ
、
宮
た
一
事
業
か
ら
他
の
事
業
へ
の
委
本
の
移
動
に
伴
ふ
損
失
に
よ
っ
て
惹
き
お
と
さ
れ
た
部

分
白
困
窮
は
、
暫
時
の
後
に
は
そ
れ
自
身
の
矯
正
力
に
よ
っ
て
回
復
す
る
。
が
他
の
部
分
印
ち
岡
民
悶
苦
の
大
部
分
は
保
護
貿
易
お
よ
び
歴
迫
的
租
積

Mm 

に
よ
っ
て
惹
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
因
の
穣
〈
限
り
は
、
永
続
す
る
で
あ
ら
号
。
』

『
貿
易
に
自
向
を
奥
へ
よ
、
租
稔
の
重
摩
を
鰹
減
せ
よ
、
然
ら
ば
巷
聞
の
不
平
は
無
〈
な
る
で
あ
ら
う
。
貿
易
は
常
に
等
償
物
の
交
換
で
あ
る
か
ら
、

買
は
な
い
園
は
賀
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
ワ
で
轍
入
に
封
ず
る
制
限
は
、
轍
出
に
謝
す
る
禁
止
的
関
税
で
あ
ム
o
』

マ
カ
ロ
ッ
ク
白
戦
後
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マ
カ
ロ
ッ
ク
記
載
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

丹、

六

O 

第
四
披

而
か
も
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
見
る
所
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
も
担
け
る
保
護
貿
易
か
ら
自
由
貿
易
へ
の
鞠
換
は
、

乙
の
時
機
を
以
っ
て
絶
好

の
機
舎
ち
あ
る
と
考
へ
る
。
何
故
か
と
言
ふ
に
、

と
の
柏
崎
換
は
何
れ
の
時
代
に
行
は
れ
た
と
し
て
も
、
保
護
政
策
の
撤
臨
慨
に
よ
る
-

時
的
混
飢
は
菟
れ
得
左
い
の
で
あ
る
が
、
今
と
の
恐
慌
を
機
舎
に
轄
換
す
る
友
ら
ぽ
、

そ
の
た
め
に
蒙
る
ぺ
き
特
別
の
担
飢
を
完
れ

て
之
を
貸
親
し
う
る
か
ら
で
め
る
e

『
制
限
貿
易
を
急
速
に
腹
止
す
る
と
と
に
よ
っ
で
惹
き
お
こ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
街
勤
宮
た
は
能
慌
の
多
く
は
、
す
で
に
起
ワ
て
ゐ
る
。

に
立
訟
は
比
較
的
山
村
田
湘
に
、
日
つ
特
定
の
生
産
者
階
級
に
大
な
る
強
火
を
典
~
る
こ
と
な
〈
し
て
、
休
刷
費
本
山
大
な
る
部
分
を
、
最
も
生
産
的
な
る

〈
暗
部
門
に
鞠
挽
さ
せ
る
こ
と
が
附
椛
品
。
排
仙
附
制
肢
を
肺
間
止
主
た
は
総
和
す
る
に
は
、
今
日
よ
甘
も
」
い
醐
刑
台
を
4
4
J

へ
目
。
と
と
同
時
払
に
不
可
能

で
あ
る
o』

-
;
そ
れ
故

一ー一
一
般
的
過
剰
の
否
定

戦
後
恐
慌
の
原
因
む
よ
び
剥
策
に
闘
す
る
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
見
解
は
、

以
上
に
検
討
す
る
所
で
あ
る
が
、
再
々
に
と
っ
て
の
閥
心
の

中
心
は
、

と
の
積
極
的
投
彼
れ
の
見
解
そ
の
も
の
よ
り
も
、
寧
ろ
消
極
的
危
被
れ
の
見
解
に
あ
る
。
即
ち
絞
れ
が
戦
後
恐
慌
の
原
因

を
も
っ
て
、
戦
争
か
ら
卒
和
へ
の
締
換
に
件
ふ
需
要
の
受
動
と
、
外
園
貿
易
に
針
す
る
制
限
と
、
組
税
の
重
課
と
に
腸
す
る
と
と
は

之
を
反
田
か
ら
言
へ
ば
、

と
の
恐
慌
が
生
産
過
剰
の
結
同
市
で
は
-
な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
る
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
同
時
に
迩

行
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
は
、

乙
の
闘
の
生
産
力
を
飛
躍
的
に
設
展
せ
し
む
る
こ
と
o
h

な
り
、
之
に
よ
る
生
産
過
剰
が
営
時
の

恐
慌
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
と
い
ふ
主
張
は
、
す
で
に
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
沿
い
て
も
行
は
れ
て
ゐ
た
。

オ
ー
サ
エ
ン
、

マ
ル
サ
ス

V

ス
モ
ン
ヂ
の
如
き
は
是
で
あ
る
。

前
に
辿
ぺ
た
る
7

カ
ロ
ッ
ク
の
第
二
の
論
文
は
、

か
L

る
オ

1
ウ
エ
ン
の
主
張
に
反
劃
し
て
執

筆
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
論
文
に
ゐ
い
て
彼
れ
は
先
づ
戦
後
恐
慌
の
三
原
因
に
関
す
る
自
説
を
遁
ぺ
た
る
後
、

オ

1
ウ
エ
ン
の
主
張
す
る
新
枇
舎
が
、

果
し
て
こ
の
恐
慌
を
打
開
し
う
る
か
を
検
討
す
る
。

『
か
〈
の
如
き
が
庚
汎
に
亙
っ
て
深
〈
根
ざ
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
困
窮
の
諸
原
因
で
あ
っ
て
、
之
を
除
去
せ
ん
と
意
園
す
る
の
が
、
オ

I
ウ
エ
ン
氏

の
提
案
す
る
施
設
で
あ
る
。
・
』

『
吾
々
は
卒
泊
に
4
7

一
口
・
中
、
ォ

l
ウ
エ
ン
氏
の
講
演
布
よ
び
著
述
に
封
し
て
少
な
か
ら
ぬ
注
意
を
捕
っ
た
が
、
併
し
彼
れ
の
前
批
と
結
論
と
り
問
に
、
何

等
の
明
瞭
な
る
関
係
ま
た
は
蓮
結
を
後
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
れ
の
計
費
は
目
者
閣
の
今
日
の
凶
窮
の
諸
原
岡
に
は
・
少
し
も
燭
れ
て
ゐ
な

い
凶
』

『
4
4
1
ウ
Z

ン
氏
の
却
諭
に
お
い
て

u.
彼
れ
の
計
費
に
お
け
る
と
同
じ
〈
'
官
阿
の
生
産
お
よ
び
分
配
を
支
配
す
る
綿
べ
て
の
法
則
を
会
〈
無
視
し
て

ゐ
る
。
彼
れ
は
一
一
日
・
山
、
苦
が
川
四
国
州
の
常
面
し
て
ゐ
る
こ
の
困
窮
は
、
科
賄
中
的
お
よ
び
機
械
的
の
生
産
力
が
、
制
曾
の
現
存
制
度
の
許
す
消
費
よ
り
も
、

よ
り
多
〈
生
産
す
る
所
か
ら
来
る
の
で
る
一
の
J
、
ご
れ
は
品
目
は
貧
で
あ
る
』
い
ひ
、
空
土
生
活
必
需
品
は
過
剰
に
あ
る
か
ら
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
と

言
ふ
の
と
け
械
で
お
品
。
:
山
叩
』

『オ

1
ウ
孟
ン
民
の
主
張
す
る
原
現
す
な
は
ち
機
械
の
使
用
は
、
一
位
曾
の
現
存
制
度
の
許
す
消
費
よ
り
も
、
よ
り
大
量
白
商
品
の
生
産
を
惹
き
お
こ
す

り

と
い
ふ
原
理
は
、
経
済
皐
の
重
要
な
根
本
的
の
珂
諭
と
一
致
し
な
い
か
ら
、
な
ほ
般
病
な
吟
味
と
よ
り
科
皐
的
な
論
駁
を
必
要
と
す
る
0

・

:

』

『
苦
闘
の
商
品
に
謝
す
る
購
買
者
を
溌
見
ず
る
こ
と
の
閤
難
は
、
生
産
力
の
噌
大
に
占
る
も
の
で
あ
る
と
の
読
を
五
口
々
は
否
定
す
る
。
反
謝
に
、
若
し

も
此
の
世
関
心
へ
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
市
場
は
今
月
究
際
に
あ
る
よ
り
も
遁
か
に
縮
少
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
こ
と
を
示
す
の
は
枠
易
で
あ

h
o』

併
し
た
が
ら
7

カ
ロ
ザ
ク
の

一
般
的
過
剰
の
否
定
は
、

何
ら
新
た
友
る
理
論
的
根
擦
に
立
つ
も
の
で
は
た
い
。
彼
れ
の
根
協
と
す

る
所
は
、
す
で
に
他
の
諸
撃
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
る
理
論
に
す
ぎ
や
、
彼
れ
は
た
ピ
是
等
の
理
論
を
援
用
し
た
に
過
ぎ
左
い
。

印
ち
セ
イ
の
販
路
説
、

ミ
ル
の
需
給
説
、

リ
カ
ア
ド
ウ
の
物
h

交
換
説
等
こ
れ
で
あ
る
。

と
の
意
味
に
於
て
彼
れ
は
一
般
経
情
理
論

史
に
お
け
る
と
悶
じ
く
、
何
等
の
濁
創
的
ま
た
は
劃
期
的
の
地
位
を
占
む
る
も
の
で
は
た
く
、

た
ピ
そ
の
首
時
比
行
は
れ
た
経
済
理

論
を
組
漣
し
、
之
を
一
般
化
し
た
る
に
過
ぎ
泣
い
。

7

カ
ロ
ッ
ク
白
戦
後
恐
慌
論

第
四
十
八
巻

第
四
貌

ム
ノ、

九

4コctober，r819， ]】園 46::;"
OctoLer， 1819. p. 468-469. 
乱fare:h，l~br; p. 'T07 
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7

カ
ロ
ッ
ク
の
職
後
恐
慌
爺

第
四
十
八
巻

プ寸

第
四
披

O 

た
w
h

恐
慌
論
に
闘
す
る
限
り
で
は
、
そ
の
迎
論
の
性
質
上
か
ら
、
必
然
に
現
賓
の
問
題
に
鰯
れ
ざ
る
を
得
宇
、
彼
れ
は
卸
ち
営
時

に
行
は
れ
た
経
済
理
論
を
根
強
と
し
て
、

と
の
現
貨
の
恐
慌
を
説
明
し
、
且
つ
之
が
針
策
そ
論
究
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
す
で

に
他
の
機
舎
に
論
じ
た
る
如
く
、
営
時
の
恐
慌
理
論
は
必
や
し
も
衆
設
の
一
致
せ
る
も
の
で
は
た
く
、
相
反
封
す
る
二
つ
の
理
論
が

針
立
し
て
ゐ
た
。

然
る
に
ず
カ
ロ
ッ
ク
は
そ
の
一
方
の
理
論
に
根
擁
し
て
部
慌
を
見
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
み
」
れ
は
必
然
に
他

方
の
理
弘
一
酬
に
針
立
せ
ざ
る
を
得
た
い
。
邸
ち
彼
れ
は
迎
論
の
創
始
者
ま
た
は
提
唱
者
で
は
な
〈
、
寧
ろ
一
方
の
理
論
の
信
奉
者
ま
た

ば
擁
護
省
で
あ
り
、
従
つ
℃
を
の
理
論
の
た
め
に
論
争
し
た
闘
士

εあ
る
と
↓
一
一
一
口
へ
る
。

そ
れ
叫
叫
に
彼
れ
に
お
い

τは、

一
般
的
過
剰

の
否
定
は
何
ら
重
要
注
る
論
設
を
必
要
と
せ
十
、
殆
ん
ど
自
明
の
理
と
し
て
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
a

『
需
要
の
帝
大
は
、
供
給
の
柑
大
に
よ
っ
て
創
誕
さ
れ
る
止
い
ふ
重
要
な
根
本
的
の
原
理
は
、
最
初
か
の
有
名
な
セ
イ
氏
の
『
鞍
梼
事
制
要
』
に
お
い

て
、
ま
た
ジ
ェ

1
ム
ス
・
さ
ル
氏
自
『
商
業
鮮
護
論
』
:
・
:
に
お
い
て
明
ら
か
に
せ
、
b
れ
た
様
で
あ
る
。
苦
々
は
此
の
問
題
に
闘
す
る
後
者
の
理
論
を

も
っ
て
、
最
も
明
瞭
で
あ
P
決
定
的
で
あ

h
k
考
へ
る
o』

『
需
要
と
供
給
と
は
、
異
に
相
閥
的
で
あ
P
R
つ
相
換
的
な
名
献
で
あ
る
。
一
種
類
の
商
品
の
供
給
は
、
他
の
商
品
に
謝
す
る
需
要
を
構
成
す
る
G

例

へ
ほ
農
産
物
D

一
定
量
に
劃
ナ
る
需
要
は
、
之
と
生
産
費
を
同
ピ
う
す
る
製
法
口
聞
の
一
定
量
が
、
之
と
交
換
に
市
場
に
持
出
さ
れ
た
時
に
存
在
す
る
。

反
割
に
こ
の
一
定
量
の
製
造
品
に
謝
す
る
有
数
需
要
は
、
之
と
同
じ
費
用
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
る
農
産
物
の
供
給
が
、
そ
の
封
債
と
し
て
市
場
に
寄

ら
さ
れ
た
時
に
存
在
す
る
o
』

『
踏
商
品
が
、
相
互
に
交
換
さ
る
べ
き
も
の
ふ
生
産
賓
が
等
し
〈
従
づ
て
債
値
の
等
し
く
な
る
が
如
き
比
例
に
お
い
て
市
場
に
衛
ら
さ
れ
る
限
り
は
、

一
種
類
の
財
の
供
給
暫
加
は
、
他
種
類
の
財
の
供
給
噌
加
を
購
買
す
る
た
め
の
帯
加
劃
債
物
を
提
供
す
る
で
あ
ら
う
。
・
:
:
』

『
と
の
揚
合
に
は
、
一
「
つ
の
物
は
相
互
に
交
換
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
食
物
の
供
給
は
衣
服
に
劃
す
る
需
要
を
構
成
し
、
宮
た
衣
服
の
供
給
は
食
品
刊
に
謝

す
る
需
要
を
構
成
ナ
司
h
o』

併
し
な
が
ら
7

カ
ロ
り
ク
も
ま
た
、

同
じ
傾
向
の
他
の
論
者
と
同
ヒ
く
、

一
般
的
過
剰
を
否
定
す
る
と
共
に
、
部
分
的
過
剰
を
肯

October， 1819， p. 473-474・
October， 18].9， P・ 470•
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定
ず
る
。
印
ち
綿
て
の
商
品
が
同
時
に
過
剰
と
在
る
が
如
き
は
理
論
的
に
成
立
し
得
友
い
が
、
併
し
一
部
の
商
品
が
過
剰
と
な
る
乙

と
は
、
理
論
的
に
も
現
質
的
に
も
成
立
し
得
る
と
考
へ
る
。

『
商
品
に
謝
す
る
需
要
が
そ
の
供
給
と
同
じ
比
例
を
も
っ
て
智
大
す
る
と
い
ふ
原
理
に
封
し
て
は
、
恐
ら
〈
夫
の
反
封
が
な
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
印
ち

泡
剃
商
業
に
よ
っ
て
惹
き
お
こ
さ
れ
る
過
剰
生
産
相
よ
び
停
滞
は
、
如
何
に
し
て
説
明
さ
れ
る
か
と
。
苦
々
の
解
答
は
終
易
で
あ
る
。
印
ち
康
生
過
剰

は
特
定
種
類
の
商
品
の
供
給
が
骨
加
し
て
、
そ
の
封
筒
と
な
る
べ
き
他
の
商
品
D
之
に
謝
出
陣
す
る
供
給
帯
加
を
伴
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
』

『
一
つ
の
特
定
商
品
に
つ
い
て
は
、
品
開

D
に
多
量
に
生
産
さ
れ
る
と
と
は
時
に
あ
P
得
る
。
け
れ

E
も
あ
ら
ゆ
る
問
日
聞
に
つ
い
て
、
餓
り
に
多
す
ぎ
る

こ
と
は
全
〈
あ
り
得
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
過
剰
に
劃
し
て
、
之
に
謝
臆
す
る
不
足
が
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
誕
り
は
品
開
り
に
多
ぐ
産
生
し
た
鮎
に
あ

似

る
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
を
交
拠
せ
ん
と
す
る
人
々
の
晴
好
に
遡
し
な
い
か
、
ま
た
は
自
ら
消
費
し
得
な
い
肉
品
主
生
虎
し
た
駄
に
あ
る
。
』

『
生
産
過
剰
は
決
し
て
生
度
内
情
加
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
〈
て
、
常
に
生
産
力
の
設
周
回
の
結
果
守
あ
る
。
:
・
そ
こ
に
過
剰
の
原
岡
が

め
品
。
そ
れ
は
生
産
地
剃
に
あ
る
の
で
は
な
〈
、
品
市
要
さ
れ
る
平
唱
の
代
り
に
、
盟
山
市
首
3
れ

η
い
棉
花
を
生
産
し
た
か
ら
?
あ
る
。
こ
の
誤
り
さ
へ
是

正
さ
れ
ふ
ば
、
過
剰
は
抽
削
減
す
る
で
あ
ら
ろ
0

・
:
」

『
総
て
の
商
品
種
類
の
一
般
的
の
過
剰
は
、
あ
り
得
な
い
。

一
種
類
の
過
剰
は
他
的
種
類
の
同
じ
不
足
に
よ
っ
て
相
愛
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
』

然
ら
ば
斯
か
る
特
定
商
品
の
部
分
的
過
剰
は
、
何
故
に
惹
き
沿
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、

こ
の
献
に
闘
す
る
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
見

解
も
ま
た
、

リ
カ
ア
ド
ウ
そ
の
他
の
所
説
と
同
じ
く
、
結
局
は
個
人
的
の
誤
算
陀
師
せ
ら
れ
る
。

『
2

・
:
若
し
も
A
が
商
品
を
生
産
し
て
、
之
を
B
主
た
は
C
に
向
っ
て
交
換
に
提
供
し
、
之
に
劃
し
て
彼
等
が
A
の
待
ん
と
欲
す
る
も
の
を
提
供
し
得

、
‘
.
、
、
、
.
、
、
‘
.

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

A
は
誤
算
を
な
し
た
わ
け
で
あ
ワ
て
、
そ
こ
に
過
剰
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
:
:
け
れ

rも
是
れ
は
容
易
に
是
正
さ
る
べ
き

同
州

諜
り
で
あ
る
。
・
1

・
j
』

然
ら
ば
此
の
個
人
的
の
誤
算
は
何
故
に
生
チ
る
か
、
彼
れ
に
従
へ
ば
、

そ
れ
は
需
要
供
給
闘
係
の
鑓
動
に
由
来
す
る
と
考
へ
る
。

『
生
産
者
の
諜
算
吉
た
は
生
産
力
の
誌
用
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
‘
お
い
て
、
過
剰
白
特
殊
の
原
因
で
あ
る
。
呆
し
て
然
、
b
ぼ
、
最
も
普
通
の
場
合
に
お

い
て
、
こ
の
誤
算
ま
た
は
誤
用
を
起
き
し
む
る
諸
事
情
に
つ
い
て
簡
草
に
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
貨
際
的
見
地
に
お
い
て
は
、
最
も
重
要
な
碗
究

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
戦
後
恐
慌
論

第
四
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八
容
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で
あ
る
。
』

『
誤
算
は
、
一
般
に
、
商
品
目
需
要
主
供
給
と
の
間
に
存
ナ
る
従
来
の
比
率
の
事
前
的
費
化
に
出
来
す
る
。
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
中
に
は
、
或
程

度
の
投
機
が
合
室
れ
て
ゐ
る
。
原
料
品
ま
た
は
生
総
を
仕
入
れ
て
、
之
を
衣
服
ま
た
は
家
具
に
製
法
せ
ん
と
す
る
伺
人
は
、
そ
れ
が
製
品
誕
さ
ル
た
後
に

Eσ 

被
れ
の
費
用
を
償
ひ
、
且
つ
彼
れ
の
資
本
代
謝
し
て
週
常
の
利
潤
を
榔
刷
、
b
す
に
足
る
債
格
を
以
っ
て
、
そ
れ
が
質
れ
る
と
と
を
激
惣
し
て
ゐ

h
d

併
し
て
需
給
鍵
動
の
た
め
に
生
産
者
の
橡
想
が
裏
切
ら
れ
る
に
至
る
の
は
、
例
へ
ば
流
行
の
務
化
、
新
市
担
割
の
開
拓
等
の
た
め
に

新
た
な
需
要
を
喚
起
し
、
之
吃
剥
し
て
新
た
左
資
本
の
殺
到
す
る
た
め
に
、
遂
に
行
き
過
町
内
」
と
な
っ
て
そ
の
商
品
の
遇
制
を
来
す
と

考
へ
る
。

『
誤
算
重
た
は
過
剰
は
、
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
の
減
退
に
よ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
よ
り
屡
々
そ
の
帝
大
に
よ
っ
て
惹
き
お
こ
さ
れ
る
こ
と
が
愛
昆
さ
れ

る
0
』
『
新
市
場
の
開
拓
ま
た
は
流
行
の
慶
化
、
或
は
そ
の
他
の
原
因
の
た
め
に
、
金
物
類
に
封
す
る
需
要
が
念
に
帝
大
し
た
と
す
る
o

か
ふ
る
需
要
棺
大
む

結
呆
と
し
て
、
そ
の
債
格
は
直
ち
に
騰
貴
し
、
製
造
家
お
よ
び
手
持
品
を
有
し
た
人
々
は
、
比
較
的
に
高
い
利
潤
を
得
る
で
あ
ら
う
。
併
し
濁
占
の
行

は
れ
な
い
以
上
は
:
・
・
・
利
潤
率
は
一
事
業
に
お
い
て
他
の
事
業
に
お
け
る
よ
り
も
高
〈
ま
た
は
低
〈
、
一
定
の
期
間
以
上
は
永
績
す
る
と
と
は
出
来

な
い
。
』

『
然
る
に
不
幸
に
し
て
こ
の
費
本
の
移
動
が
、
金
物
の
供
給
場
加
を
前
回
債
格
で
生
産
す
る
に
足
る
黙
に
お
い
て
停
止
せ
ず
し
て
、
進
か
に
行
き
過
ぎ

た
場
合
に
は
、
そ
こ
に
泡
剰
を
生
ピ
、
そ
の
結
呆
と
し
て
激
動
を
生
ず
吾
己
と
与
な
る
。
』

要
す
る
に
、

T

カ
ロ
ザ
ク
に
沿
い
て
も
ま
た
リ
カ
ア
ド
ウ
そ
の
他
に
於
け
る
と
全
く
同
様
に
、

一
商
品
の
供
給
は
他
の
商
品
の
需

要
と
友
る
と
考
へ
る
か
ら
、
商
品
の
供
給
増
加
は
同
時
に
需
要
増
加
と
友
り
、
従
っ
て
綿
て
の
商
品
の
生
産
過
剰
ま
た
は
販
寅
停
滞

の
如
き
は
考
へ
ら
れ
友
い
。
機
械
の
褒
明
ま
た
は
資
本
の
蓄
積
に
よ
る
生
産
力
の
発
展
は
、
必
然
に
他
方
に
ゐ
い
て
需
要
ま
た
は
消

費
の
増
大
を
倖
ひ
、

一
般
的
過
剰
を
惹
き
た
と
す
が
如
き
こ
と
は
あ
り
得
た
い
と
考
へ
る
。

か
ミ
る
見
解
に
叫
到
す
る
批
判
は
、
ず
で

に
他
の
機
舎
に
論
じ
た
所
で
あ
る
か
ら
、

と
a
A

で
は
之
を
省
略
す
る
と
と

L
す
る
。
(
一
凶
・
一
-
一
・
二
四
)

p. 213-214・
p. 214 
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